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シティプロモーション課

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

【取組状況など】

１．本年度（現在まで）に取り組んだ内容

２．取組実施期間

３．本年度（現在まで）の取組実績

４．現況評価

（２）評価に対する今後の取組み

・「一般市民」の参加を増やすための工夫が必要です。特に20代～50代の働き世代の参加者増加を目指すため、PRの仕
方や、日時や場所の設定についても検討していきます。
・市民の皆さまから多くの意見をいただきたいと考えていますので、話しやすいテーマの設定をしていきます。また、身近な
話題を出しやすい会場の雰囲気づくりにも努めてまいります。

　例年、市内8地区で地域懇談会～市長と語る会～を行っています。令和5年度までは、はじめに市長から総合計画や主要
事業等について説明を行い、その後自由討論を行っていました。市民の皆さまからは、市全体のことや地域課題等につい
て質問や意見などをいただき、市政や施策等に活かしてきました。
　令和6年度は、2部構成で、「第7次総合計画について」「地域計画について」のテーマで市長だけでなく、区長会長等の
地区代表の方にも発表していただき、それぞれにおいて自由討論を行いました。
　令和7年度は、より地域に特化した地域懇談会にするため、各地区で事前にテーマを決めていただき、各テーマを地区代
表の方に発表していただき、自由討論を行いました。
　令和6年度、7年度ともに「地域」をクローズアップした懇談会であったため、充実した意見交換ができ、施策、事業等に活
かされています。

平成19年度から毎年実施　※コロナ禍で中止、延期もありました。

「地域懇談会～市長と語る会～」出席人数の実績です。市ホームページより抜粋しました。
H25 470(616)、 H26 437(603)、 H27 354(404)、 H28 486(505)、 H29 501(602)、 H30 525(721)、
R1 502(572)、 R2 0(43)コロナ禍中止、 R3 344(436)、 R4 451(610)、 R5 443(495)、 R6 393(401)、 R7 376(383)
※（　）内は、「市長と語る会全体」の人数。R7はR7.12現在の値。

（１）取り組んだ内容に対する評価

・「市長に直接地域の課題等を伝えられる良い機会」「意見が事業に取り入れられている」等の肯定的な意見がありました。
・「市長の話す時間が多く、聞く一方になる」「難しい意見交換が多く、身近な話題を出しにくい」等の否定的な意見がありました。
・地区によっては、参加者が地区役員や職員などが多く、「一般市民」の参加が少ない会場もありました。
・R6、R7については、より「地域特化」になるよう工夫したため、意見交換の内容が地域特有の課題等が多くなりました。それらを庁内に
展開し、施策、事業等に反映させることができ、本来の地域懇談会の役目が果たせたと感じています。
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備　　　考

現況評価及び今後の
方向性

地域懇談会等を継続的に開催し、市民の皆さんと行政が情報を共有しながら、まちづくりに
ついて幅広く意見交換できる機会を充実させます。

瑞浪市市民まちづくり会議　　取組概要説明シート

取
組
推
進
方
針

取り組み 地域懇談会等の開催
担当課

取
組
み

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル

年　　度

取り組み内容
地域懇談会
等の開催

地域懇談会
等の開催


